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を続けている３）。勝野によれば、いわゆる「高大連携」は 1999 年 12 月の中央教育審議会（中
教審）の答申（「初等中等教育と高等教育の接続の改善について」）を契機に、急激に盛んになっ
た。大学教員による高校での模擬授業や出前講義と言われるものが現在最も普及した高大連携
の形であり、2002 年ですでに、全高校の 4分の 1にあたる 1424 校で導入されていた４）。最新
































































る。平成 22 年度の時点で、連携型の中高一貫教育を実施しているのは、全国で 81 校あり、こ

















































を定員 10 名まで受けいれる「山村留学生事業」を開始した。この事業は、昭和 60 年度生が入
学した頃より、2学級維持が困難となったことが直接の引き金となったが、これに先立って、
公共交通機関の整備と大規模な公共事業が同地域で展開されるという社会背景があったことは


















































ば、沖縄県は、就業率が 50.6％（平成 17 年国勢調査）、県民所得が 2049 千円、県内総生産に




















　同校は、昭和 20 年代に県立高校の分校として認可され、昭和 50 年代に県立に移管後、全日
制課程を設置して独立昇格し、定員は 130 名を超えたが、平成に入ってまもなく 1学級を減じ
て定員 90 名となり、さらに平成 15 年には定員 70 名で 2 学級となっている。2 回目の定員削
減の数年前に、近隣の２つの中学校との連携型中高一貫教育を導入し、平成 18 年には、文部
科学省中高一貫教育改善充実指定校として 2期目を迎えた。平成 21 年には、文部科学省学力
向上実践研究推進校（3年間）として指定されている。専門教育に関する教科としては、家庭、
福祉、商業、英語の 4教科を置き、福祉は「社会福祉基礎」と「基礎介護」の２科目がある。
　現在在籍する生徒数は 150 名程度で、定員（210 名）を下回り、特に 1年生の在籍数が定員
の 6割弱であることは、危機感を持って受け止められている。生徒の状況としては、A高校が
所在するA 町からの進学者が 8 割であるが、通学方法が自動車であるものが半数を占め、同
じ町内にあっても、バスなどの公共交通機関が利用しづらく、徒歩や自転車で通える距離に住




昭和 50 年代中盤には 600 名前後の生徒が在籍していたが、以後減少傾向となり、平成 23 年度
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